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④ホームスパン作家及川全三は梅原真菅の学生時代の友人であった｡昭和６年当時､東京杉並の梅原宅に同居していた及川は、
岩手から送られてきたホームスパン服地をみて、これに大きな関心を示したのである。及川と梅原は、一度、ホームスパン
の事業化を検討している。しかしこれは、織物として独創性にとむホームスパンを農民の手にまかせておけないという立場
をとる及川と、それに同意しない梅原の意見がかみあわなかったこともあって実現にいたらなかった。７）1988年
????、??
東京杉並在住の兄宅に同居されていて、岩手の
初めは兄と協同でホームスパン製造を事業化し
⑤ホームスパン作家の及川全三氏は真菅の学校時代の友人ですｂ昭和六年頃、
ようという計画であったのが、都合で独自に始められたのでした。
8）1977年
③及川氏は明治25年に東和町に生まれ、盛岡師範学校を卒業後東京で教諭をしていますが、昭和６年頃、東京杉並の梅原家
に同居していた折り、岩手から送られてきたホームスパン服地を見て非常に感激したということが伝えられていますｂこれ
が、ホームスパンとの最初の出会いだとされていますが、その後自分で織物を製作したいと決心をし（この当たりの経緯に
ついてはよく分かっていません)、家族を東京に残したまま単身w東和町に移ってホー ムスパンの研究を開始します64）１９９６
年
を見て、農民の手にま力せておけなかったからかもしれませんｂ
資料３取り組みの契機についての諸説
父から送られて来るホームスパン洋服地をみて非常に関心をもたれました。
資料２に示された「吉出小五郎さんが、ぶらぶらしている
ことはないから、柳宗悦という人が民芸運動を始めたから参加
しないかといわれました｡」という慶応幼稚舎教員の吉田小五郎
からの誘いは､一年間の休職中のことを気づかつたものであり、
柳宗悦との出会いは、休職あるいは辞職の後、それほど年月の
経たない時期と考えられる。柳宗悦は、関東大震災の影響で
1924（大正13）年４月より京都に移り住んでいるが、１９２９（昭
和4）年４月～1930（昭和5）年７月は海外である9)ことを考慮
すると、柳宗悦にはじめて会った時期は、１９２７（昭和２）年４
月～1929(昭和4)年４月の間ではないかと考えられる。また、
エセル・メレは、１９２６（大正15）年と１９２８（昭和3）年に日本
で展覧会を行っている'ﾘ)。これらを照合すると、１９３１（昭和６）
年頃の及川全三は、柳宗悦を通しエセル・メレのホーム
スパンを見、既に知っていた可能性が十分にある“
ホームスパンに取り組む契機について、高橋氏は、「(全
三が）自分のコートを作りたくて売っている所かどこか
に行ったならば、その生地が自分の生まれた隣村の人が
織ったものだとわかり、こういう仕事をやりたいと思っ
て帰って来たんですって。」と語った。及川全三から聞
いたかどうかを尋ねたところ、及川全三ではなく、福田
ハレから聞いたということであった。
野呂氏は、取り組む契機について次のように話した。
「名前は、吉田小五郎さんだったと思いますｂ慶応義塾幼稚
舎のときの同僚で、後の方で幼稚舎の舎長もされた方です。そ
の方の影響で柳宗悦とも交流があって、そこで、イギリスのメ
レっていう方のホームスパンも見せられたんですね。それと、
岩手の郷里の方でも梅原さんたちがやっている仕事があるとい
うことが、ちょっと結びついていったんです”幼稚舎で６年間
教えて、また|刺じことするのは嫌になったんで、郷里に帰った
んだよってことをおっしゃったことがありますＪ野呂氏は､及
川全三から聞いていたことが確認された。
野呂氏の証言を照らし合わせると、⑤に示された「非常に関
心をもたれました｣は､「ホームスパンとの最初の出会い｣や｢美
しさに魅了され」という意味ではなく、柳宗悦から勧められた
ホームスパンが、郷里でも作られていることを知って刺激を受
けたという意味ではないかと考えられる。及川全三が、民芸運
動に共鳴し、既にエセル・メレのホームスパンを知っていたと
考えるならば、郷里で作られていたホームスパンを目にしたと
き、これを工芸品にしたいという気持ちを強く抱いたのではな
いかと考えられる。
⑤では、梅原が及川全三のことを「ホームスパンが織物とし
て大変創作性に富むものであるのを見て、農民の手にま力せて
おけなかったかもしれません｡」と推測している。しかし、高橋
氏は、福H1ハレや通いで来ている農家の女性から織りを習った
と証言している，梅原の推測のとおりであったとするならば、
⑤の「農民の手にま力せておけなかった」とは、色彩やテキス
タイルデザイン、風合い、いわゆる美しさの表現であったと考
えられる,及川全三が1958（昭和33）年に寄稿した「岩手のホ
岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集第１５号２０１３年３月
－ムスパン』'')の中では、次のことが述べられている。
「政府のホームスパン奨励は、なぜ期待された実を結ばなか
ったか。一つには時勢でもあろうし、ほかにいろいろの理由も
あろう。しかし現にわれわれが見ていてのことであるが物とし
ていい物が出来なかった。なぜ出来なかったか。それは指導者
が「工芸」を知らないからであった。手仕事の場合、作り方だ
けでは物は出来ない。それを越えて、その先の指導をなし得な
かったのである｡」
5.人間性とホームスパン
資料２では､及川全三の興味深いエピソードも語られて
いる｡慶応幼碓舎の教員時代に触れ、「図画の先生がいる
のに岸田劉生や走泥社の人を、劉生はこられないので河野通勢
などを講師にたのんだ」というエピソードである。言うまで
もなく岸田劉牛は、白樺派の同人である。この言葉から、
全三が岸田劉生に共鳴していたこと、図画の教育に妥協
を許さなかったこと、学校の反感を買ってまでも信念を
貫く人物であったことが認められる。まさに、及川全三
の個性が垣間見られるエピソードである。
及川全二について、恵美子氏は「真っ直ぐ過ぎて、人と
ぶつかる」と語った。全三の兄・優曹は、回想録の中で
子供の頃の性格について、「我が強くてかなり非妥協的
であった。友達に封しても辞せず、気も短いやうであった。」
と記している。
高橋氏に及川全三について尋ねると、自分ら（高橋氏と一緒
に内弟子に入った後瞬Ⅱ加）にはやさしかったという。様々な
話を内弟子に聞かせ、その話を聞くことは楽しかったという、
野呂氏は、及川全三について次のように語った。
「先生は一本気で武士のような感じの人でした画ずっと
道元禅を勉強してらした方ですγ正法眼蔵をテキストにして
話してくださいました。'懐奨という人が書いた随間記が分かり
やすいからと言って、その|随間記をずっと講義してくださいま
した｡仏教の教えにすごく興味があられたのか、それをライフ
ワークにしてらしたと思います“生き方っていうことですね。
先牛は、織物を通してそういう生き方を学ぶということを、私
達に教えようとしていらしたのかなと思いますｂそういう感じ
の方でした。ただ目先のテクニックだけを教えるような方では
なかったですｂだから、面白かったし、あれだけの仕事ができ
たと思いますね。他の人と違うのはそこだと思いまれそれで
柳宗悦を非常に尊敬されて、大切にされたんですよね,」
また、野呂氏に、厳しい先生であったかどうかを尋ねると、
次のように話した。
「怖くなかったですね，でも、来る人に対してはカーつと、
怒ったりもしてらっしやいました。それは、自分の意に合わな
いような人に対しては高飛車になったりしてらっしやいました
ね。いわゆる平凡なこととか、惰性で生きているようなことは
嫌いだったんです．だから先生は、役場の人をあんまり好きじ
ゃないんですよね｡」
－４３－
菊池直子
及川全三の人間性とホームスパン取り組みへの契機
役人嫌いを野呂氏に再び確認すると、｢センスが鈍いような人
はあまり好きじゃなかった。先生はわりといらちな感じだった
から｡」と話した。
また､及川全三の最初の内弟子であった福田ハレは､『岩手の
羊毛染め」'2)を寄稿した中で、柳宗悦から及川全三に師事する
ようにすすめられたときのことに触れているに柳宗悦の言葉は、
次のように書き記されていた。
「岩手県陸中の農村に及川全三と云う元慶応幼稚舎の教師を
した人で、よき眼識を持ち、きびしい‘性格だが、良心的な仕事
をしている人が居る、そこに行け」
この言葉は、柳宗悦が及川全三をどのようにみていたかを知
ることができ興味深い。
及川全三は､きびしく一本気で妥協しないために人と衝突し、
きびしく一本気で妥協しないからこそ工芸に専心したと考えら
れる。ホームスパンを工芸品に高めることができた背景には、
柳宗悦という師、エセル・メレのホームスパンという手本に加
え、きびしく一本気で妥協しない一途な性格、絵への親しみ、
優れた眼識、仕事に対する良心、禅思想の信条、教育者気質等
が深く関わったことが認められる。
6.結び
本研究では､ホームスパンの美術的価値を高めた及川全
三に焦点をあて、収集した資料や聞き取り証言等をもと
に経歴を概観した上で、ホームスパンに取り組んだ契機
や工芸に専心する人間性を検証した。その結果、次のこ
とが確認された“
及川全三は、元々小学校教員であったが、吉田小五郎
の紹介で民芸運動を起こした柳宗悦に会い、感化を受け
た。ホームスパンに取り組んだきっかけは、柳宗悦より
イギリスの染織家エセル・メレのホームスパンを見せら
れ、染織工芸の道を勧められたことであった。この契機
に関わる柳宗悦との出会いの時期は、資料に鑑みて慶応
幼稚舎を辞職した１９２７（昭和２）年から柳宗悦が海外へ
赴く1929（昭和４）年の間と考えられた。
及川全三は1933(昭和８)年に帰郷したが､その理由は、
緬羊飼育と羊毛加工が普及していた十二鏑村の織子を求
めていたためではないかと考えられた。また、帰郷後ま
もなく議員職に就いていることにより、農村を改善した
いという気持ちがあったことも理由の一つではないかと
考えられた。
及川全三は､きびしく一本気で妥協しない性格であった
ため人と衝突したが、それゆえ工芸に専心したとも考え
られた。ホームスパンを工芸品に高めた要因には､柳宗悦とい
う師、エセル・メレのホームスパンという手本に加え、きびし
く一本気で妥協しない一途な‘性格､絵への親しみ､優れた眼識、
仕事に対する良心、禅思想の信条、元来の教育者気質等があっ
たと考えられた。
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